
2024年10月31日

各　位
         上場会社名  　高松機械工業株式会社    　　　
         代表者名  　　代表取締役社長　　　髙松　宗一郎    　　　
         (コード番号  6155　東証スタンダード)　　　
         問合せ先     常務取締役管理本部長　四十万　尚
         (TEL　　　　　076-274-1410)　　　　　　　　　　　　

１．第２四半期(中間期)業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正について
（１）2025年３月期第２四半期(中間期)連結業績予想と実績値との差異
　　　(2024年４月１日～2024年９月30日)

売上高 営業利益
親会社株主に

帰属する
中間純利益

１株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 6,680 △617 △496 △46.22

今回実績(Ｂ) 6,449 △304 △784 △72.89

増減額(Ｂ－Ａ) △230 313 △287

増減率(％) △3.5 ― ―

(ご参考)前中間期実績

(2024年３月期中間期)

（２）2025年３月期通期連結業績予想数値の修正(2024年４月１日～2025年３月31日)

売上高 営業利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 16,436 474 169 15.74

今回修正予想(Ｂ) 13,439 △392 △963 △89.49

増減額(Ｂ－Ａ) △2,997 △866 △1,133

増減率(％) △18.2 ― ―

(ご参考)前期実績

(2024年３月期)

△288

第２四半期(中間期)連結業績予想と実績値との差異、通期連結業績予想の
修正、繰延税金資産の取崩し及び期末配当予想の修正に関するお知らせ

　2024年７月31日に公表した第２四半期(中間期)連結業績予想と本日公表した実績値に差異が生じたこと、並びに、
2024年４月30日に公表した通期連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。
　また、2025年３月期第２四半期(中間期)において、繰延税金資産の取崩しを行いました。
　あわせて、2024年４月30日に公表した期末配当予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。

記

経常利益

△654

366

―

7,013 △153 △153 △12.27

経常利益

△133

―

14,184 △386 △608 △565 △52.26

336

△450

△786



２．繰延税金資産の取崩しについて

３．期末配当予想の修正について

第１四半期末 第２四半期末 期末 合計
円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

前回予想 ― 7.00 12.00

今回修正予想 ― 5.00 10.00

当期実績 ― 5.00

前期実績
（2024年３月期）

― 5.00 5.00 10.00

以　上

（３）差異及び修正の理由

　当中間連結会計期間における当社グループを取り巻く環境は、主力である工作機械事業にて、一部ユーザを中
心に需要回復傾向が見え始めたものの、全般的には主要顧客である自動車関連向け需要の低迷が継続し、当初見
通しを下回る状況で推移してきました。
　このような状況下、売上につきましては、見込んでいた一部案件の未達等により業績予想を若干下回りました
が、営業利益及び経常利益につきましては、販売価格改定や材料費の抑制等による効果、高利益率案件の寄与及
び販管費削減効果により、業績予想を上回りました。
　一方で、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、下記「２．繰延税金資産の取崩しについて」に記
載のとおり、繰延税金資産を取崩したことにより、業績予想を下回りました。
　また、通期では、工作機械需要において2024年末以降の本格回復が期待されている状況にありますが、足元に
おける急激な需要改善が見込まれないため、売上高が前回発表の業績予想を下回る見込みです。
　利益につきましても、中間連結会計期間の業績及び繰延税金資産の取崩し、下期売上高の減少が影響し、前回
発表の業績予想を下回る見込みです。

　当社は、現在の事業環境及び今後の業績動向を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結
果、当中間連結会計期間において繰延税金資産を取崩すことを決定し、421百万円の法人税等調整額を計上するこ
とといたしました。

（１）配当予想の修正

―

―

―

年間配当金

第３四半期末

―

（２）修正の理由

　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つと位置付け、安定的な配当水準を維持していくこと及
び必要な内部留保を行っていくことを基本方針としております。
　配当予想につきましては、当該基本方針を踏まえつつ、配当の継続性を考慮するとともに、通期業績予想の修
正を行ったことを勘案し、期末配当金を１株当たり５円に修正いたします。

※上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績等は、今後様々な
　要因によって予想数値と異なる場合があります。


